
2020年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL74520A10）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

キルギス H114 理学療法士 20～45
歳のみ 個別 交替

2代目 2年 ・2020/2 ・2020/3 ・
2021/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

イシククリ州病院 アクスー・リハビリテーションセンター

3）任地（ イシククリ州アクスー村 ） JICA事務所の所在地（ ビシュケク市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 7.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は地方都市カラコル市にあるイシククリ州病院の分院であり、カラコル市から車で1時間弱の山間部にある、温泉
治療で有名な小児対象のリハビリテーション施設である。医師を含む職員総数は約80名、100床の入院施設を持ち、患
者は入院・外来を合わせると1日140名ほどである。患者の多くは脳性麻痺である。キルギスには国立の小児専門のリハ
ビリテーションセンターは、同配属先と首都ビシュケクの2か所にあるが、いずれのセンターでも約10日間の入院治療
と約6か月間の家庭療育の繰り返しという治療法を取っている。2019年までJOCVが派遣されていた。

【要請概要】
1）要請理由・背景

キルギスには理学療法士の国家資格はなく、医師や看護師が2か月程度の研修を受けることで理学療法の認定証を付与さ
れている。配属先においては研修を受けた医師の診断・指示のもとに、看護師や運動療法士、マッサージ師が子供たち
へのリハビリテーションを行っているが、これらのスタッフは病気や障害の病態や特性など、機能回復訓練に必要な技
術や知識を十分に習得できていない。また、家庭での療育ケアの重要性が認識され始めてはきたが、まだ家族への療育
指導は十分ではない。そのため隊員には、スタッフに対する理学療法の知識と技術の向上、ならびに家族に対する家庭
療育の重要性とリハビリテーション方法の理解・普及を図ることが期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先の運動療法士3名と協力して、以下の活動を行う。
1. 障害児に対してリハビリテーションを実施する
2. スタッフと一緒に治療を行ないつつ、彼らが様々な症例に対応できるように指導する
3. 医療従事者や関係者に対してリハビリテーションに関する勉強会を開催する
4. 家庭内でもリハビリテーションができるように、患者とその家族に対して助言・指導する

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

理学療法室、リハビリテーション用運動具等

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:医師3名,看護師23名,運動指導員3名,マッサージ師8名,その他49名

活動対象者:16歳以下の患者および、その家族

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

キルギス語

6）生活使用言語

キルギス語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（理学療法士）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：同僚スタッフへの
指導が必要なため

[参考情報]：

　・障害児に対する経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（亜寒帯冬季少雨気候）　気温：（-20～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
配属先では職場の固定電話のみ利用可能。現地語学訓練中に第2言語として自己紹介程度のロシア語も学習する。

【類似職種】
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